








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 桐　壷 （1）103 今までとまり侍るがいとうきを 桐壼更衣母 A ホ1
② 109 かくいまいましき身の添ひたてまつらむも，いと人聞きう 桐壼更衣母 D ワII
かるべし
③ 帯　木 142 ひたすらにうしとも思ひ離れぬ男，聞きつけて涙落とせば 女 D へII
④ 148 まことにうしなども思ひて絶えぬべき気色ならば 左　馬　頭 D リII
⑤ 150 手を折りてあひみしことを数ふればこれひとつやは君がう 左　馬　頭 D リII
きふし
⑥ 150 うきふしを心ひとつに数へきてこや君が手を別るべきをり 指　喰　女 D へII
⑦ 158 さるうきことやあらむとも知らず （夕　　顔） D トII
⑧ 177 かくおし立ち給へるを深く情なくうしと思ひ入りたるさま 空　　　蝉 D チII
⑨ 178 慰めがたくうしと思へれば 空　　　蝉 B チII










⑪ 180 身のうさを嘆くにあかで明くる夜はとりかさねてそねもな 空　　　蝉 A ハ1
かれける
⑫ 帯　木 187 とばかりものものたまはず，いたくうめきてうしと思したり 源　　　氏 B リII
⑬ 187 数ならぬ伏屋に生ふる名のうさにあるにもあらず消ゆる帯木 空　　　蝉 A ハ1
⑭ 空　蝉 191 今宵なむはじめてうしと世を思ひ知りぬれば 源　　　氏 C リII
⑮ 192 やがてつれなくてやみ給ひなましかばうからまし 空　　　蝉 B へII
⑯ 202 いと深う憎みたまふべかめれば，身もうく思ひはてぬ 源　　　氏 A リII
⑰ 夕　顔 220 絶えて思ほし忘れなんことも，いと言ふかひなくうかるべ 空　　　蝉 D へII
きことに思ひて
⑱ 230 つらきもうきもかたはらいたきことも，思ひ入れたるさま 夕　　　顔 B ソ｛II
ならで
⑲ 233 前の世の契り知らるる身のうさに行く末かねて頼みがたさよ 夕　　　顔 A イ1
⑳ 258 なほざりにこそ紛ちはし給ふちめとなん，うきことに思し （夕　　顔） D へII
たりし
⑳ 263 うしと思しはてにけるを，いとほしと思ふに 源　　　氏 B リII
⑫ 264 空蝉の世はうきものと知りにしをまた言の葉にかかる命か 源　　　氏 C リII
⑳ 若　紫 306 世語りに人や伝へんたぐひなくうき身を醒めぬ夢になしても 藤　　　壼 A ロ1
⑳ 315 故姫君のいと情なくうきものに思ひ聞こえ給へりしに 紫　上　母 D トII
⑳ 末摘花 379 心から，などかかう，うき世を見あつかふらむ 源　　　氏 C ロ1
⑳ 紅葉賀 391 宮の御気色も，ありしよりは，いとどうきふしに思しおきて 藤　　　壼 B ロ1
⑳ 417 まことは，うしや世の中よ 源　　　氏 C ワII
⑱ 花　宴 427 うき身世にやがて消えなば尋ねても草の原をば問はじとや 朧　月　夜 A ロ1
思ふ
⑳ 葵 （2）18 　　　　　　　A影をのみみたちし川のつれなきに身のうきほどぞいとど知 六條御息所 A へII
らるる
⑳ 20 かの御車の所争ひをまねび聞ゆる人ありければ㌧いといと 源　　　氏 D トII
ほしう，うしと思して
⑪ 25 御綾河の荒かりし瀬に，いとどようついとうく思し入れたり 六條御息所 B トII
⑫ 28 袖ぬるる恋路とかつは知りながら下り立つ田子のみつから 六條御息所 A ロ1
ぞうき
⑬ 29 身ひとつのうき嘆きよりほかに，人をあしかれなど思ふ心 六條御息所 A ロへIII
もなけれど
⑭ 30 現のわが身ながらさるうとましきことを言ひつけらるる， 六條御息所 A 二1
宿世のうきこと
⑳ 40 悲しきことに事を添へて，世の中をいとうきものに思しし 源　　　氏 C ヨII
みぬれば
⑯ 44 うしと思ひしみにし世もなべて厭はしうなりたまひて 源　　　氏 C ヨII
⑰ 46 なほいと限りなき身のうさなりけり 六條御息所 A 二1
⑱ 47 かく心より外に若々しきもの思ひをして，つひにうき名を 六條御息所 A ロ1
さへ流しはてつべきこと
⑲ 68 世の中のいとうくおぼゆるほど過ぐしてなむ，人にも見え 源　　　氏 C ヲII
奉るべき
⑳ 賢　木 75 まことにうしと思す事こそありけめと，知りはて給ひぬれば （源　　氏） D ヨII
⑪ 75 うき世を行き離れむと思すに 六條御息所 C ロへIII






























⑩ 須　磨 153 うきものと思ひ棄てつる世も，今はと住み離れなんことを
源　　　氏 C ヌII
思すには

























⑪ 明　石 246 むつごとを語り合はせむ人もがなうき世の夢もなかばさむ
源　　　氏 C ヌII
やと
⑫ 257 年経つる苫屋も荒れてうき波のかへるかたにや身をたぐへ 明石女君 D
カII
まし
⑬ 259 身のうきをもとにて，わりなきことなれど，うち棄て給へ 明石女君 A ハ1
る恨みのやる方なきに
⑭ 濡　標 271
さる騒ぎをさへひき出でて，わが名をばさらにも言はず， 朧　月　夜 A ロ1
人の御ためさへなど思し出つるに，いとうき御身なり
⑮ 278
御身近うも仕うまつり馴ればうき身も慰みなまし，と見奉る 明石乳母 A イ1





















⑪ 301 うき身をつみ侍るにも，女は思ひの外にて物思ひを添ふる 六條御息所 A イ1
ものになむ侍りければ
⑫ 309 うきものに思ひおかれ侍りにしをなん，世にいとほしく思 （六條御息所） D へII
ひ給ふる
⑬ 蓬　生 315 竹の子の世のうき節を，時々につけてあつかひ聞え給ふに 紫　　　上 C カII
⑭ 316 なべての世うく思し乱れし紛れに 源　　　氏 C ヌII
⑮ 325 世のうき時は見えぬ山路をこそは尋ぬなれ （末摘花） C ソIII
⑯ 326 わが身はうくて，かく忘られたるにこそあれ 末　摘　花 A イ1
⑰ 322 年ごろの忍びがたき世のうさを過ぐし侍りつるに 末摘花の乳母子 C ヌII
⑱ 関　屋 354 身ひとつのうきことにて嘆き明かし暮らす 空　　　蝉 A トII
⑳ 354 うき宿世ある身にて，かく生きとまりて，はてはてはめづ 空　　　蝉 A イ1
ちしきことどもを聞き添ふるかなと，人知れず思ひ知りて
⑳ 絵　合 368 うきめ見しそのをりよりも今日はまた過ぎにしかたにかへ 源　　　氏 A ヌII
る涙か
⑳ 松　風 402 うき世に帰り給へる心ざし浅からず （明石尼） C ゾIII
⑳ 薄　雲 419 さまざまに思ひ乱るるに，身のうきこと限りなし 明石女君 A イ1
◎ 455 世の中を，あぢきなくうし，と思ひ知る気色 明石女君 C へII
⑭ 456 いさりせし影忘られぬかがり火は身のうき舟やしたひ来に 明石女君 A イ1
けむ
⑮ 456 誰うきもの，とおし返し恨み給ふ （明石女君） C へII
⑯ 朝　顔 462 今日は老も忘れ，うき世の嘆きみなさりぬる心地なむ 女　五　宮 C ソIII
⑳ 470 「馴れゆくこそげにうきこと多かりけれ。」とばかりにて 紫　　　上 B へII
⑳ 486 なき人を慕ふ心にまかせても影見ぬみつの瀬にやまどはむ 源　　　氏 B カII
と思すぞうかりけるとや
⑲ 少　女 （3）33 世はうきものにもありけるかな 内　大　臣 C ヌII
⑳ 46 人の心こそうきものはあれ 大　　　宮 D トII
⑪ 51 いでや，うかりける世かな 雲居雁乳母 C チII
⑫ 51 いろいろに身のうきほどの知らるるはいかに染めける中の衣ぞ 雲　居　雁 A イ1
◎ 61 年ごろ遊び馴れし所のみ思ひ出でらるることまされ‘よ里 夕　　　霧 D カII
さへうくおぼえ給ひつつ
⑭ 玉　蔓 87 もの思し知るままに，世をいとうきものに思して，年三な 玉　　　髪 C イ1
どし給ふ
⑮ 95 うきことに胸のみ騒ぐひびきにはひびきの灘もさはらざり 玉蔓乳母 D トII
けり
⑯ 初　音 146 世のうき目見えぬ山路に思ひなずらへて 空蝉・末摘花 C へII
⑰ 胡　蝶 179 まことの親の御あたりならましかば，おろかには見放ち給 玉　　　貿 D チII
ふとも，かくざまのうきことはあらましや
⑱ 180 我にもあらぬさまして，いといとうしと思いたれば 玉　　　髪 B チII
⑲ 183 かうやうの気色漏り出でば，いみじう人笑はれに，うき名 玉　　　髪 A チII
にもあるべきかな
⑰ 螢 187 かの監がうかりしさまには，なずらふべきけはひならねど 玉　　　蔓 D トII
⑰ 194 姫君は，かくさすがなる御気色を「わがみつからのうさぞ 玉　　　餐 A チII
かし。」













⑯ 真木柱 341 思はずにうき宿世なりけりと，思ひ入り給へるさまのたゆ
玉　　　蔓 A チII
みなきを
⑱ 352 うき身のゆかり軽々しきやうなる 髪黒北方 A 二1
⑯ 353 世の人にも似ぬ身のうきをなむ，宮にも思し嘆きて 髪黒北方 A 二1















⑩ 藤裏葉 443 年ごろようつに嘆き沈み，さまざまうき身と思ひ屈しつる 明石女君 A
イ1
命も延べまほしう
⑬ 若菜上 （4）28 さやうなることの世に漏り出でんこと，いとうきことなり
朱　雀　院 D レII
⑭ 若菜下 154























我ながらもえ思ひ直すまじう，うき事のうちまじりぬべきを 源　　　氏 D ト1
⑯ 297 おとどの君，うしと思すかたも忘れて
源　　　氏 D ルII
⑯ 320 いつ方にもよらず，中空にうき宿世なりければ 落葉宮母 A イ1
⑰ 321 御遺言のあはれなるになん，うきにもうれしき瀬はまじり 落葉宮母 B
ヲII
侍りける
⑱ 328 うき世の中を思ひ給へ沈む月日のつもるけちめにや 落葉宮母 C
ソIII










⑳ 鈴　虫 368 内にはうきを知り給ふ気色しるく
源　　　氏 D ルII
⑱ 370
おほかたの秋をばうしと知りにしをふり棄てがたき鈴虫の声 女　三　宮 D へII













⑧ 夕　霧 （4）396 うきみつからの罪を思ひ知るとても 落　葉　宮 A イ1
⑰ 396 われのみやうき世を知れるためしにて濡れそふ袖の名をく 落　葉　宮 C イ1
たすべき
⑳ 401 づしと思すともいかがはせむ，と思す （落葉宮母） B チII
⑳ 406 いとうく口惜しと思すに，涙ほろほろとこぼれ給ひぬ 落葉宮母 B チII
⑩ 409 かくまでもすずうに人に見ゆるやうはあらじかしと宿世う 落　葉　宮 A チII
く思し屈して
⑩ 412 故督の君の御心ざまの思はずなりし時，いとうしと思ひし 落葉宮母 B へII
かど
⑫ 413 御身のうきままに，後れ聞えじと思せば，つと添ひ給へり 落　葉　宮 A イ1
⑯ 420 このふしをことにうしとも思し驚くべき事しなければ 落　葉　宮 B チII
⑭ 445 世のうきにつけて厭ふはなかなか人わろきわざなり （落葉宮） C ソIII
⑯ 462 人の聞き思はむこともようつになのめならざりける身のう 落　葉　宮 A イ1
さをばさるものにて
⑯ 472 何ゆゑか世に数ならぬ身ひとつをうしとも思ひ悲しとも聞く （内大臣） D トII
⑰ 473 数ならば身に知られまし世のうさを人のためにも濡らす袖 藤　典　侍 C へII
かな
⑱ 474 人の世のうきをあはれと見しかども身にかへんとは思はざ 雲　居　雁 C へII
りしを
⑩ 御　法 498 夢ぞ名残りさへうかりける 夕　　　霧 D ヲII
⑩ 503 枯れ果つる野辺をうしとや亡き人の秋に心をとどめざりけん （紫　　上） D タII
⑯ 幻 510 うき世にはゆき消えなんと思ひつつおもひの外になほぞほ 源　　　氏 C ヲII
どふる
⑫ 511 世のはかなくうきを知らすべく，仏などの掟て給へる身な 源　　　氏 C ソIII
るべし
⑯ 514 うき世をもえ背きやり給はず 源　　　氏 C ヲII
⑭ 匂　宮 （5）18 かく思はずなりける事の乱れに必ずうしと思しなるふしあ （女三宮） B ソIIII
92 りけむ
⑯ 竹　河 92 流れての頼めむなしき竹河に世はうきものと思ひ知りにき 薫 C リII
⑯ 100 なほ思ひそめてし心絶えず，うくもつらくも思ひつつ 蔵人少将 B リII
⑰ 橋　姫 109 深き御契りの二つなきばかりをうき世の慰めにて 八宮・北方 C スII
⑱ 115 いかでかく巣立ちけるぞと思ふにもうき水鳥の契りをぞ知る 大　　　君 A イ1
⑲ 134 かつ知りながら，うきを知らず顔なるも世のさがと思う給 薫 B リII
へ知るを
⑩ 総　角 225 言ふかひなくうしと思ひて泣き給ふ御気色のいといとほし 大　　　君 B チII
ければ
⑥ 229 鳥の音も聞こえぬ山と思ひしを世のうきことはたつね来に 大　　　君 C チII
けり
⑫ 232 いみじく思ひのほかなる身のうさと泣き沈み給へる御さま 大君・中君 A チ1
ども
⑬ 246 うきもつらきも，かたがたに忘られ給ふまじくなん 薫 B リII
⑭ 278 いとどかかる方をうきものに思ひはてて 大　　　君 C ツIII
⑯ 289 思ひのほかに見奉るにつけてさへ，身のうさを思ひ添ふる 大　　　君 A イ1
が，あぢきなくもあるかな











⑰ 総　角 （5）316 すこしうきさまをだに見せ給はばなむ，思ひさますふしに 薫 D ヨII
もせむ
⑩ 319 恐ろしげにうきことの，悲しさもさめぬべきふしをだに見 薫 D ヨII
つけさせ給へ
⑲ 320 いとうき人の御ゆかりなり 中　　　君 D へII
⑩ 322 ようつの事うき身なりけりと，もののみつつましくて 中　　　君 A イ1
⑪ 早　蕨 335 心細き世のうさもつらさもうち語らひあはせ聞えしにζそ 中君・大君 C ソIII
⑫ 347 つれづれの紛らはしにも，世のうき慰めにも （大　　君） C ソIII
⑬ 宿　木 373 必ず人わらへにうき事出で来んものぞとは，思ふ思ふ過ぐ 中　　　君 B ワII
しつる世ぞかし
⑭ 373 なほいとうき身なめればつひには山住みに還るべきなめり 中　　　君 A イr
⑯ 387 世のうきよりはなど，人は言ひしをも 古歌の作者 C ソIII
㊨ 392 いとかく心にしみて世をうきものとも思はざりしに 中　　　君 C へII
⑰ 392 このふしの身のうさ，はた，言はん方なく限りと覚ゆるわ 中　　　君 A へII
ざなりけり
⑱ 414 ただ，世やはうきなどやうに思はせて 中　　　君 C ソIII
⑲ 421 世の中いとところせく思ひなられて，なほいとうき身なり 中　　　君 A イ1
けりと
⑩ 424 思ひのほかにうかりける御心かな 匂　　　宮 D ルII
⑧ 東　屋 （6）43 いにしへのうさも慰みはべる 中　将　君 B へII
⑫ 63 ’ この君は，言はでうしと思はんこと，いと恥しげに心深きを （董） B ソIII
⑬ 77 うき世にはあらぬところを求めても君が盛りを見るよしも 中　将　君 C ソIII
がな
⑧ 浮　舟 135 この人にうしと思はれて，忘れ給ひなむ心細さはいと深う （薫） D ルII
しみにたれば
⑯ 136 女は，今より添ひたる身のうさを嘆き加へて 浮　　　舟 A ロ1
⑯ 149 かかるうきこと聞きつけて思ひうとみ給ひなむ世には 浮　　　舟 B ロ1
⑧ 159 ながらへて人わらへにうきこともあらむは 浮　　　舟 B ワII
⑩ 167 ようつ思しあはするに，いとうし 薫 D ルII
⑩ 173 かくうきことあるためしは下衆の中などの中にだに多くや 浮　　　舟 B ロ1
はあなる
⑩ 176 ながらへば必ずうき事見えぬべき身の 浮　　　舟 B ワII
⑨ 184 うきさまに言ひなす人もあらむこそ，思ひやり恥しけれど 浮　　　舟 B ワII
⑩ 185 嘆きわび身をば棄つとも亡き影にうき名流さむことをこそ 浮　　　舟 A ロ1
思へ
⑱ 186 つひに聞きあはせ給はんこといとうかるべし 浮　　　舟 D ワII
⑭ 蜻　蛉 225 いみじくうき世に経とも，いかでか必ず深き谷をも求め出 （浮　　舟） C へII
でまし
⑯ 225 いみじううき水の契りかな 薫 D ヲII
⑯ 226 われもまたうき古里を荒れはてばたれやどり木のかげをし 薫 D ヲII
のばむ
⑰ 235 常なしとここら世を見るうき身だに人の知るまで嘆きやは 薫 A ヲII
する
⑳ 250 宮をも思ひきこえじ，女をもうしと思はじ 薫 D ルII











⑳ 手　習 （6）291 われかくてうき世の中にめぐるとも誰かは知らむ月の都に 浮　　　舟 C ソIII
⑳ 300 世の中をうしとてぞ，さる所には隠れゐけむかし （浮　　舟） C ソIII
⑳ 301 移し植ゑて思ひ乱れぬをみなへしうき世をそむく草の庵に 妹　　　尼 C ソIII
⑳ 305 限りなくうき身なりけりと見果ててし命さへあさましう長 浮　　　舟 A イ1
くて
⑳ 312 はかなくて世にふる川のうき瀬にはたつねも行かじふたも 浮　　　舟 B イ1
との杉
⑳ 316 うきものと思ひも知らで過ぐす身をもの思ふ人と人は知り （浮　　舟） B ソIII
けり
⑳ 318 ありしいろいろのうきことを思ひ乱れ 浮　　　舟 B イ1
⑳ 319 やうやう身のうさをも慰めつべききはめに 浮　　　舟 A イ1
⑳ 330 心こそうき世の岸を離るれど行くへも知らぬあまのうき木を 浮　　　舟 C ソIII
⑳ 355 かかる筋につけて，いと軽くうきものにのみ世に知られ給 明石中宮 D トII
ひぬれば
⑳ 356 うきことを聞きつけたらんこそいみじかるべけれ 薫 D ルII
一 19一
